










劇症肝炎の予後は依然として悪く、現在も生存率は 20～30％にすぎない.その直接の死因

となるのは、主として,劇症肝炎にみられる種々の合併症であるが,なかんずく脳浮腫によ

るものが私共の経験でも最も多い。したがって、劇症肝炎の救命率を高めるには、どうし

でも劇症肝炎にみられる脳浮腫の発生メカニズムを知ることと、臨床例で出来るだけ早期

に脳頭蓋内圧〔ICP)の上昇を見出し、早期にこれに対する対策を立てることが望まれる｡

上記の 2点について私共の経験について述べる。 


